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2012 年 4 月入学

早稲田大学大学院政治学研究科 専門職学位課程

公共経営専攻

推薦入学試験要項

１．募集人数 各コース 若干名

２．出願資格

１．２０１１年に、当学の学部４年生以上に在学中の者（出身学部学科は問わない）。

２．２０１２年４月入学希望の学生は、２０１２年３月卒業見込みの者で、２０１１年３月ま

でに卒業必要単位として８４単位（学士入学者は２０単位）以上修得済みで、かつ各科目

区分ごとの必要単位数の不足分の合計が４０単位以下である者。

または、政治経済学部３年卒業制度に２０１１年度申請済の者。

３．ＧＰＡが３．５以上であること。

[ＧＰＡ算出方法について]

成績発表後に交付される「成績通知書」もしくは Waseda-net Portal 上の「成績照会」にて各自確認し

てください。ＧＰＡの算出にあたっては、発展科目・教職課程科目・体育科目・随意科目を除き、修得

した全科目を対象としてください。（卒業要件単位のみにて計算してください。）

※政治経済学部 3 年卒業制度に申請済の者は、2 年次までに修得した科目が対象となります。

｛(4.0×A+/A の修得単位数合計)+(3.0×B の修得単位数合計)+(2.0×C の修得単位数合計)｝

総修得単位数

[（参考）成績評価・成績表記およびＧＰＡ値対照表]

評価（素点） 使用する成績表記 GPA 値

１００～９０ 優（Ａ＋）
４．０

８９～８０ 優（Ａ）

７９～７０ 良（Ｂ） ３．０

６９～６０ 可（Ｃ） ２．０

５９～５０ 不可（Ｆ）
０

４９～ ０ 不可（Ｇ）

ＧＰＡ＝

※ＧＰＡ算出にあたって、不可の科目は算

出対象科目にはなりません。

※ＦとＧの範囲は各学部で異なりますが、

今回のＧＰＡ算出に際して計上する必要は

ありません。



３．出願手続

＜出願期間＞ 2011 年 9 月 5 日（月）～10 月 7 日（金） 9:00～17:00

＜出願書類＞ ①入学志願書（所定用紙）

②入学検定料・選考料 収納証明書（①の志願書に貼付すること）

③研究計画書（所定用紙）

④成績証明書・卒業見込証明書 (各１通)

⑤面接通知用封筒

※①入試志願書・③研究計画書（所定用紙）は当研究科ホームページより

ダウンロードすること。

（http://www.waseda-pse.jp/gsps/admission/program-downloads/）

※⑤面接通知用封筒として、宛先欄に自身の住所・氏名を記入したものを

一枚用意し同封してください。

＜出願方法＞当研究科事務所（早稲田キャンパス 9 号館 1 階）へ直接持参のこと。

＜入学検定料＞ ２５，０００円

○出願に際して入学検定料 25,000 円の納入が必要となります。入学検定料の納入は、出願前に必ず

行ってください。入学検定料を納入していない方の出願は受け付けません。

○入学検定料は、３ページ記載の【コンビニエンスストアでの入学検定料支払い方法】に従い、所

定のコンビニエンスストア店頭にある情報端末から支払ってください。支払い終了後、「入学検定

料取扱明細兼受領書」の収納証明書を切り取って志願表の所定欄に貼付し、出願書類とともに提

出してください。

○コンビニエンスストアでの支払いに際しては、家族・知人が代理で手続する場合でも、必ず情報

端末に志願者本人の情報を入力するようにしてください。

○コンビニエンスストアでの入学検定料支払期間は以下のとおりです。

納入受付開始日 納入受付最終日（出願締切日）

2011 年 8 月 29 日（月） 2011 年 10 月 7 日（金）

支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、支払期間開始日（2011 年 8

月 29 日）は 10 時 00 分から、支払最終日（2011 年 10 月 7 日）の Web サイトでの事前申し込み

は 23 時 00 分まで、コンビニエンスストア店頭の情報端末での手続は 23 時 30 分までの利用とな

ります。

○検定料支払いは原則としてコンビニエンストアでの支払いのみを受け付けます。コンビニエンス

ストアでの支払いが困難である場合には、事前に当研究科事務所までご連絡ください。

注) 身体機能の障害により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、当研究

科事務所までお問合せください。また、大きな病気や怪我のため、受験に支障をきたす恐れがある場

合、あるいは出願後にそのような状態になった場合も、速やかに問い合わせてください。
【出願書類および検定料の返還について】

一度受理した書類および入学検定料は原則として、返還いたしません。ただし、以下のケースに該当

する場合には、入学検定料に限り返還いたします。該当する方は当研究科事務所までご連絡ください。

１）検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。

２）検定料を多く払いすぎてしまった
2

３）出願資格を満たさなかった、または、出願締切後に出願書類を提出した

http://www.waseda-pse.jp/gsps/admission/program-downloads/
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４．選考方法

「書類審査」および「面接審査」を総合的に評価して合格者を決定します。

５．試験日 日時：2011 年 10 月 13 日(木)から 10 月 15 日（土）いずれか 1 日

会場：早稲田キャンパス内

※試験日時と会場は、各人個別に指定し本人宛に郵送で通知します。

（受験生の皆さんへお願い）

・万全の体調で試験に臨めるよう、普段から手洗いやうがいを慣行し、ご自身の健康には十分留意

してください。

・入学試験会場でのインフルエンザ等感染症への感染を防ぐため、必要に応じて各自でマスクを用

意してください。

・咳・くしゃみが出る方はマスクを着用する、咳エチケットを守るなど、周囲の方への感染防止に

ご配慮ください。

６．合格者発表

10 月 20 日（木）以降に本人宛に郵送で通知します。

※掲示板やホームページでの発表はございません。

※10 月 26 日（水）までに郵便が到着しない場合は当研究科事務所に連絡してください。

７．入学手続

入学手続方法および手続に必要な書類の詳細については、合格者へ交付される「入学手続の手引

き」に掲載しますので、ここでは概略を説明します。

＜手続期間＞ 3 月上旬

＜手続に必要な書類＞

①当研究科が交付する書類

ａ）誓約書・保証書（本人・保証人とも自筆のものに限ります。）

ｂ）住民票記載事項証明書（外国人は登録原票記載事項証明書）

氏名・性別・生年月日・世帯主・続柄・現住所（登録原票記載事項証明書の場

合には、加えて国籍・在留資格・在留期間）が記載されたもの。

ｃ）その他

②卒業証明書および成績証明書

入学時までに学士の学位が取得できない場合は、入学を取り消します。

③カラー写真３枚（4 ㎝×3ｃｍ枠なし。上半身・正面・無帽・無背景で

志願票に貼付した写真と同一のもの。）

④学費等振込領収書

※合格者に交付する「入学手続きの手引き」等の入学手続き書類一式は入学志願票にて届け出た住

所宛に 10 月 20 日（木）以降接送付します。

※結果通知・入学手続書類等が、10 月 26 日（水）までに到着しない場合は当研究科事務所に連絡

してください。
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<ご参考>
2012 年 4 月入学者 入学金・学費・諸会費 (単位：円)

2 年制

年

度
納入期

学費 諸会費

合計
入学金 授業料

学生健康増進

互助会費

学会

入会金

学会

会費

初年度

2012 年度春学期 － 775,000 1,500 2,000 750 979,250

2012 年度秋学期 － 775,000 1,500 － 750 777,250

計 － 1,550,000 3,000 2,000 1,500 1,756,500

第二年度

2013 年度春学期 － 775,000 1,500 － 750 777,250

2013 年度秋学期 － 775,000 1,500 － 750 777,250

計 － 1,550,000 3,000 － 1,500 1,554,500

・当学政治経済学部出身者は、学会入会金が免除となります。

なお、演習料、諸会費については、変更される場合があります。

・一度提出した書類および納入した入学金，学費、諸会費は，原則として返還しません。

ただし，やむを得ない事情により入学を辞退した場合には，学費、諸会費のみ返還の

対象となります。

・また，当学の複数の研究科から入学を許可された場合，本人からの申し

出により，既に納入した入学金，学費、諸会費を入学希望研究科の費用に振り替え

ることができます。（入学手続期間が全く重ならない研究科間に限られます。）手続方法等，

詳細については，合格者に送付される「入学手続の手引き」をご参照ください。

８．個人情報の取り扱いについて

当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発

表、入学手続およびこれらに付随する業務のために利用します。また、入学者の個人情報について

は、在籍中および卒業・離籍後の連絡手段、サービス等の提供・案内等に利用する場合があります。

その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要かつ適切な管理を行います。

また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等に

より、必要かつ適切な管理を義務付けます。

９．その他注意事項

《受験の際の注意事項》

①受験生は、試験開始 20 分前には試験場に入室してください。

②受験票を机上の受験番号ラベルの横に置き、各自の受験番号と机上ラベルの受験番号との一致を

確認してください。

③試験開始後 20 分を経過してからの入室は一切認めません。

④携帯電話の電源を切り、荷物の中にしまってください（ポケット等に入れたままにしてはいけま

せん）。また、携帯電話のアラーム機能は電源を切っても音が鳴ることがあるので、必ずアラーム

の設定を解除した上で電源を切ってください。時計としての使用も認めません。

⑤電卓、計算・辞書機能など時刻表示以外の機能がついた時計の持ち込みは認めません。また、時

計の貸出しは行いません。アラーム機能および音声機能付の時計は、それらの機能を解除してお

いてください。

⑥参考書や辞書の使用は認めません。カバン等筆記用具以外の持ち物は、隣の人との間の椅子の上

に置いてください。ペットボトル等の飲食物も、机上に置かないでください。

⑦筆記用具は黒色または青色のインクのペンまたはボールペンを使用し、解答ははっきりと書いて

ください。消しゴムで文字を消すことができるインクのペンまたはボールペンは使用できません。

⑧修正テープ、修正液の使用は認めます。

⑨筆記用具、修正テープおよび修正液は貸与しません。

⑩「耳栓」は、監督員の指示等が聞き取れないことがあるので、使用を認めません。

⑪「下敷き」が必要な場合は、大学が用意したものを貸与するので申し出てください。
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⑫質問があるときは黙って挙手してください。

⑬解答用紙は、書き損じても取替えません。

⑭試験時間内に解答が終了した場合でも、試験終了までは退室を認めません。

⑮万全の体調で試験に臨めるよう、普段から手洗いやうがいを慣行し、ご自身の健康には十分留意

してください。

⑯入学試験会場でのインフルエンザ等感染症への感染を防ぐため、必要に応じて各自でマスクを用

意してください。

⑰咳・くしゃみが出る方はマスクを着用する、咳エチケットを守るなど、周囲の方への感染防止に

ご配慮ください。

《受験環境について》

可能な限り公平・静粛な受験環境の確保に努めますが、やむを得ず以下のような対応をとることが

あります。

①生活騒音（航空機・自動車・風雨・空調の音、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音、携

帯電話の鳴動など）が発生した場合でも、原則として特別な措置は行ないません。

②試験中に携帯電話や時計などの音・振動などが発生し、発生源のかばんなどが特定できた場合、

持ち主の同意なく監督員が試験場外に持ち出し、試験本部で保管することがあります。

③机、椅子、空調、音響設備等の試験教室による違いは一切考慮しません。

④他の受験者が迷惑と感じる行為がある場合、別室受験を求めることがあります。

《不可抗力による事故等について》

台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等が発生した

場合、試験開始時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴

う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任を負いません。

《不正行為について》

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、

以下の注意事項を定めています。

早稲田大学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでく

ださい。

１．次のことをすると不正行為となることがあります。

①カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを

教わることなど）をすること。

②使用を認められていない用具を使用して問題を解くこと。

③「試験開始です。」の指示の前に、問題用紙・解答用紙に触れること（冊子を開く、解答を始める、

裏面・余白などに書き込みを行うなど）。

④「試験終了です。筆記用具を置き、解答用紙を裏返しにしてください。」の指示に従わず、筆記用

具を持っていたり解答を続けたりすること。

⑤試験時間中に、答えを教えるなど他の受験生を利するような行為をすること。

⑥試験時間中に携帯電話を身に付けること。

⑦試験時間中に携帯電話や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。

⑧試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。

⑨試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。

⑩志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。

⑪その他、試験の公平性を損なう行為をすること。

２．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。

・試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。

・別室での受験を求めること。
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３．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。

・それ以降の受験および当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は

返還しない）。

・当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。

以 上

〒169-8050 東京都新宿区西早稲田１－６－１

早稲田大学大学院政治学研究科公共経営専攻 ℡ 03(3203)6150


